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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
魔
導
新
世
紀
リ
リ
カ
ル
な
の
は
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｙ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
４
１
４
Ｙ

【
作
者
名
】

　
可
能
性
の
出
来
損
な
い

【
あ
ら
す
じ
】

　
ヴ
ァ
イ
ス
と
ウ
ォ
ー
を
撃
破
し
、
平
和
を
手
に
し
た
者
達
。
だ
が
次
な
る
魔

の
手
は
既
に
迫
っ
て
い
た
。
ミ
ッ
ド
チ
ル
ダ
と
美
闘
士
の
世
界
…
二
つ
の
世
界

は
再
び
結
ば
れ
同
じ
運
命
を
共
に
歩
む
。

こ
の
話
の
主
人
公
は
【
レ
イ
ヴ
ン
】
と
【
ス
バ
ル
】
で
す
。
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第
１
話
 

敵
…
？

俺
は
戦
争
で
世
界
を
失
い
、
放
浪
の
魔
剣
士
と
し
て
、
ナ
ナ
エ
ル
と
旅
を
し
て

い
た
。
全
て
は
ウ
ォ
ー
を
倒
し
、
平
和
な
時
代
を
築
く
為
…
そ
う
一
人
で
思
い

込
む
俺
は
ウ
ォ
ー
と
言
う
存
在
を
後
ろ
盾
に
息
を
潜
め
る
者
達
の
存
在
に
気
付

け
ず
、
世
界
を
旅
す
る
俺
の
物
語
は
始
ま
る
。

魔
導
歴
１
２
５
年
、
俺
は
ア
ル
ド
ラ
の
命
で
、
世
界
に
現
れ
た
無
数
の
結
晶
ら

し
き
物
を
調
査
し
て
い
た
。
赤
い
宝
石
、
黒
い
宝
石
、
果
て
に
は
七
色
に
光
る

宝
石
ま
で
確
認
で
き
た
。
一
応
、
危
険
が
無
い
事
を
確
認
の
上
で
、
全
部
の
宝

石
を
持
ち
帰
り
、
ア
ル
ド
ラ
に
手
渡
す
。

「
ご
苦
労
だ
っ
た
な
、
レ
イ
ヴ
ン
」

「
俺
は
世
界
か
ら
見
放
さ
れ
た
者
だ
。
そ
れ
に
多
少
、
危
険
な
気
配
を
感
じ
る
」

光
り
輝
く
宝
石
…
普
通
の
者
か
ら
見
れ
ば
、
純
粋
な
宝
石
だ
が
、
レ
イ
ヴ
ン
や

ア
ル
ド
ラ
か
ら
見
れ
ば
邪
悪
な
意
思
を
持
つ
危
険
な
代
物
で
あ
る
事
は
十
分
に

分
か
っ
た
。
ア
ル
ド
ラ
も
駆
除
を
開
始
す
る
が
、
異
常
な
魔
力
を
帯
び
る
謎
の

結
晶
は
危
険
極
ま
り
な
く
、
魔
法
に
対
し
て
耐
性
が
無
け
れ
ば
、
自
分
自
身
が

宝
石
に
飲
み
込
ま
れ
る
程
だ
っ
た
。
被
害
者
を
出
さ
ぬ
為
に
早
急
な
排
除
が
必

要
だ
が
、
危
険
な
上
に
出
所
を
確
定
で
き
な
け
れ
ば
、
民
間
の
間
に
被
害
者
が

出
る
の
も
時
間
の
問
題
だ
っ
た
。

「
ど
う
す
る
気
だ
？
ア
ル
ド
ラ
…
」

「
今
の
余
に
は
、
お
前
と
言
う
駒
し
か
無
い
。
お
前
に
行
っ
て
貰
う
事
に
な
る

ぞ
？
」

「
別
に
俺
は
構
わ
な
い
。
俺
な
ら
魔
法
に
対
し
て
の
耐
性
は
あ
る
し
な
」

ア
ル
ド
ラ
の
命
を
受
け
、
レ
イ
ヴ
ン
は
宝
石
の
確
認
さ
れ
て
い
る
地
域
に
向
か

う
。
一
応
、
宝
石
は
【
ヒ
ノ
モ
ト
】
や
【
エ
ル
フ
の
森
】
は
浸
食
し
て
お
ら
ず
、

ヴ
ァ
ン
ス
家
の
領
内
や
砂
漠
地
帯
な
ど
の
方
面
が
結
晶
に
脅
か
さ
れ
て
い
た
。

ヴ
ァ
ン
ス
城
に
居
る
【
レ
イ
ナ
】
や
【
ク
ロ
ー
デ
ッ
ト
】
の
力
を
借
り
る
為
に

も
レ
イ
ヴ
ン
は
急
ぎ
足
で
ヴ
ァ
ン
ス
城
に
向
か
う
。
だ
が
…
ヴ
ァ
ン
ス
家
領
内

に
入
っ
た
時
に
は
家
や
物
見
や
ぐ
ら
、
道
な
ど
が
一
面
、
結
晶
に
覆
わ
れ
て
い
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た
。
被
害
者
の
報
告
は
無
い
が
、
結
晶
内
に
は
抵
抗
を
す
る
間
も
な
く
、
閉
じ

込
め
ら
れ
た
人
々
が
居
た
。
レ
イ
ヴ
ン
は
宝
石
に
触
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
宝

石
は
レ
イ
ヴ
ン
を
取
り
込
も
う
と
、
再
び
浸
食
を
始
め
る
。
レ
イ
ヴ
ン
は
一
応

ア
ル
ド
ラ
に
状
況
を
知
ら
せ
、
宝
石
と
鬼
ご
っ
こ
を
続
け
る
。

「
つ
ま
り
…
も
う
ヴ
ァ
ン
ス
領
内
は
破
棄
と
言
う
事
か
？
」

「
話
を
聞
け
。
俺
は
ヴ
ァ
ン
ス
城
に
向
か
う
。
生
き
残
り
は
そ
っ
ち
に
連
れ
て

く
ぞ
？
」

「
構
わ
な
い
。
今
は
情
報
が
欲
し
い
か
ら
な
」

ア
ル
ド
ラ
の
了
承
を
得
た
レ
イ
ヴ
ン
は
、
迫
る
宝
石
を
魔
法
で
足
止
め
し
ヴ
ァ

ン
ス
城
に
来
る
。
何
故
か
ヴ
ァ
ン
ス
城
に
は
、
宝
石
の
欠
片
も
無
く
結
晶
の
侵

略
も
目
の
前
で
止
ま
っ
て
い
た
。
レ
イ
ヴ
ン
は
衛
兵
に
用
事
を
伝
え
、
現
在
の

当
主
【
レ
イ
ナ
・
ヴ
ァ
ン
ス
】
に
話
を
す
る
。
向
こ
う
も
異
変
に
は
気
付
い
て

い
た
が
、
ク
ロ
ー
デ
ッ
ト
が
様
子
見
に
出
て
行
っ
て
い
る
為
に
動
く
訳
に
は
行

か
な
か
っ
た
。
一
応
、
把
握
し
て
い
る
事
を
話
し
、
協
力
を
願
う
が
ク
ロ
ー
デ

ッ
ト
の
行
方
が
分
か
ら
ぬ
ま
ま
当
主
が
留
守
に
す
る
の
も
無
理
な
為
に
レ
イ
ナ

は
断
る
。

「
ご
め
ん
…
で
も
、
お
姉
さ
ま
が
帰
れ
ば
必
ず
…
！
？
」

「
大
変
で
す
。
ク
ロ
ー
デ
ッ
ト
様
が
…
結
晶
に
取
り
込
ま
れ
ま
し
た
！
！
」

衛
兵
の
言
葉
に
レ
イ
ヴ
ン
が
外
に
出
る
と
、
謎
の
女
性
と
共
に
結
晶
内
部
に
は
、

ク
ロ
ー
デ
ッ
ト
が
居
た
。

「
へ
え
～
～
～
君
が
レ
イ
ヴ
ン
・
ロ
イ
ト
か
、
や
っ
ぱ
り
欲
し
い
な
。
ね
え
君
、

私
と
結
婚
し
て
よ
」

「
お
前
の
目
的
は
？
」

「
私
の
目
的
は
全
世
界
の
結
晶
化
。
そ
れ
と
君
の
ゲ
ッ
ト
だ
よ
！
」

「
俺
を
手
に
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
？
」

レ
イ
ヴ
ン
は
聞
く
が
、
そ
れ
以
上
の
事
は
言
わ
ず
に
女
性
は
結
晶
内
に
閉
じ
込

め
ら
れ
た
ク
ロ
ー
デ
ッ
ト
を
レ
イ
ヴ
ン
に
渡
す
。
レ
イ
ヴ
ン
は
倒
さ
ぬ
様
に
抑

え
る
。
そ
れ
と
同
時
に
結
晶
は
溶
け
始
め
ク
ロ
ー
デ
ッ
ト
は
自
由
の
身
を
得
る
。

向
こ
う
の
意
図
が
読
め
ぬ
レ
イ
ヴ
ン
は
迂
闊
な
行
動
を
取
ら
ず
に
慎
重
な
行
動

を
心
が
け
る
。
だ
が
向
こ
う
は
攻
撃
す
る
素
振
り
す
ら
見
せ
ず
に
、
こ
ち
ら
を
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見
つ
め
る
。

「
お
前
の
名
は
？
」

「
私
は
ロ
ド
シ
ア
・
リ
ィ
ン
。
あ
な
た
の
妻
と
な
る
者
で
す
」

「
敵
な
の
か
、
そ
れ
と
も
…
」

「
あ
な
た
の
心
次
第
で
す
よ
。
私
は
あ
な
た
と
結
ば
れ
た
い
だ
け
で
す
か
ら
」

闘
争
心
も
警
戒
心
も
一
切
出
さ
ず
に
ロ
ド
シ
ア
は
撤
退
す
る
。
レ
イ
ヴ
ン
は
敵

と
も
味
方
の
感
じ
も
感
じ
る
彼
女
に
驚
き
を
隠
せ
ず
、
一
度
、
報
告
の
為
に
ア

ル
ド
ラ
の
元
に
戻
っ
た
。
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第
１
話
 

敵
…
？
（
後
書
き
）

敵
と
対
峙
し
た
レ
イ
ヴ
ン
。
だ
が
レ
イ
ヴ
ン
は
彼
女
の
事
を
敵
と
し
て
認
識
で

き
な
か
っ
た
。

次
回
 

揺
れ
る
心
…

そ
れ
は
、
運
命
の
選
択
？
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n3414y/

